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木
き

倭
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帆
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［1935（昭和10）─2013（平成25）年］は松江市布志名焼窯
元の二男に生まれました。父・道

みち

忠
ただ

、兄・研
けん

兒
じ

は陶芸家。1958（昭和33）
年、大阪の清水硝子製造所へ入社し吹きガラスの修業を始めます。
10年後、国画会展出品を契機に出会った佐藤潤四郎の誘いを受け、
佐藤が勤める東京の各

か が み

務クリスタル製作所に入社。翌年、自由な制
作の場を求め、同社にいた伊藤 孚

まこと

とともに共同窯を築きました。当
時、個人製作を目的に自ら窯を持つ作家は珍しく、先駆けとして注
目を集めます。1977（同52）年、制作の場を北九州に移し、舩木倭帆ガ
ラス研究所を設立。1987（同62）年には広島県福山市神辺町に工房を
設立し制作に励みました。

舩木倭帆の作品はしっかりとした厚みを持つところが特徴の 1
つで、毎日の生活で気負いなく使える丈夫さと、日々の生活に彩り
を与える美しさを備えています。

本作も、口造りや台座から、ガラスの厚みとそれによる柔らかな
曲線、厚いガラスを透ける光の美しさが感じられる作品です。口か
ら底にかけて徐々に透き通る、青いガラスの鮮やかさが目を惹きま
す。台座と同色のガラスでつけられた双飾耳は、生き生きとした形
をもち、花弁のようなその耳の一つ一つに空気が閉じ込められてい
ます。日常生活で使用するガラスの美を追い求めた舩木の仕事を見
ることができる作品です。 山本麻代（島根県立美術館　学芸員）

表紙掲載作品解説

医療費補助金等の送金スケジュールについて
8 月、9 月、10月の請求書提出の締切日・送金日は次のとおりです。

6 月16日に開催された第19回評議員会において、次のとおり新しい評議員・役員が選任されました。
また、第30回理事会において、理事長が選定されました。

締切日

毎月20日17:15まで（土・日・祝日の場合は前日）

送金日

毎月26日（土・日・祝日の場合は翌日）

平成29年 8月18日（金） 平成29年 9月26日（火）

平成29年 9月20日（水） 平成29年10月26日（木）

平成29年10月20日（金） 平成29年11月27日（月）

〈注　意〉締切日は、会員の居住地域を担当する支局及び事務局への到着日です。

請求書の提出先が各支局となっている方が、事務局へ提出されても構いません。その場合は、

事務局から担当の支局へ転送し、支局への到着日が書類受理日となります。

互助会の評議員・役員が決定しました。

評　議　員

推薦団体名 氏　名

県 教 育 委 員 会 片 寄　  進

島 根 県 教 職 員 組 合 小 坂 芳 子

島 根 県 高 等 学 校 教 職 員 組 合 梶 田 悦 伸

島 根 県 教 職 員 協 議 会 吉 野 博 美

島 根 教 職 員 組 合 村 本 知 里

島根県学校事務職員労働組合 白 根 周 治

島 根 県 教 育 庁 職 員 組 合 森 田 敏 弘

島 根 県 小 学 校 長 会 鈴 木 理 生

島 根 県 中 学 校 長 会 園 山 信 夫

島 根 県 公 立 小 中 学 校 教 頭 会 小 川 俊 行

島 根 県 公 立 高 等 学 校 長 協 会 福 本 章 弘

島根県公立小中学校事務職員研究会 青 山 悦 子

島根県公立高等学校事務職員協会 永 瀬 弘 之

公 立 大 学 法 人 島 根 県 立 大 学 小 池 律 雄

島根県国公立幼稚園・こども園長会 井 上 晴 美

退 職 互 助 代 表 者 会 神 本　  晃

役員（理事）

選出団体名又は職名 氏名

理 事 長 県教育委員会教育長 鴨 木　  朗

副理事長 県教育庁教育次長 松 本 新 吾

常務理事 県教育庁福利課長 吉 本 祐 子

理 事 島根県教職員組合 村 上　  一

理 事 島根県公立高等学校長協会 中 村 訓 子

理 事 退職互助代表者会 園 山 哲 也

理 事 教職員互助会事務局長 多 胡 文 雄

理 事 教職員互助会事務局次長 今 渡 公 男

役員（監事）

選出団体名又は職名 氏名

島 根 県 高 等 学 校 教 職 員 組 合 沖 野 浩 之

島 根 県 教 職 員 組 合 木 島 め ぐ み
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一
般
財
団
法
人
島
根
県
教
職
員
互
助
会
の
平
成
二
十
八
年
度
決
算
は
、

去
る
五
月
二
十
六
日（
金
）に
開
催
さ
れ
た
第
二
十
九
回
理
事
会
に
お
い

て
承
認
さ
れ
、
六
月
十
六
日（
金
）に
開
催
さ
れ
た
第
十
九
回
評
議
員
会

で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
教
互
退
職
互
助
事
業
会
計
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成
28年度

事
業
報
告

退職互助・医療給付事業実施状況 退職互助・厚生事業実施状況

収支 内　訳 平成27年度 平成28年度

収益
拠出金収入 174,152 131,540
有価証券収益等 56,974 55,558
責任準備金等取崩益（※1） 0 217,223

計 231,126 404,321

費用

医療費給付等 155,886 159,433
厚生事業等 29,308 32,265
その他事業費 41,109 39,384
管理費 0 0
責任準備金等繰入（※1） 582,394 157,449

計 808,697 388,531
当期経常増減額 △ 577,571 15,790
評価損益等（※2） 169,070 △ 127,463
当期経常外増減額 58 0
他会計繰出額 △ 35,545 △ 36,188

当期正味財産増減額 △ 443,988 △ 147,861

資産・負債 内　訳 平成27年度 平成28年度

資　　産
普通預金等 141,656 49,464
投資有価証券等 3,897,636 3,762,763

資産合計 4,039,292 3,812,227

負　　債

正味財産

未払金等 25,697 5,663
責任準備金 1,877,572 1,820,659
支払備金 53,830 52,008
価格変動準備金 53,789 52,751
退職給付引当金 6,839 7,443
一般正味財産 2,021,565 1,873,703

負債合計 4,039,292 3,812,227

※1   責任準備金取崩益繰入額及び責任準備金
の増減は、会計処理の変更によるものです。

※2   投資有価証券の評価益はふくみ益であり、
実益を伴うものではありません。

給付区分 決算額（千円） 件数（件）

医療補助金 137,582 39,910

入院見舞金 3,939 163

長 寿 祝 金 12,250 175

弔 慰 金 2,250 10

計 156,021 40,258

事業名 実施内容 人数等 決算額（千円）

福利増進事業補助金 地区会活動費の助成 全加入者 20,117

退職互助だよりの
発行

年 間4回 発 行（4・7・10・1月 ）、
加入者の世帯及び各所属に配布

25,100部 1,920

宿泊利用助成 加入者が島根県教育会館に宿
泊したときに補助

580 1,160

県外会員特別事業 県外加入者対象の特別事業 223 446

人間ドック補助事業 人間ドック受診に補助 374 5,245

退職者ライフプラ
ン助成事業

加入者がライフプランに関す
る活動を実施したときに助成

1,139 3,377

合計 32,265

75歳以上 4,478人
70歳以上75歳未満 892人
60歳以上70歳未満 1,435人
47歳以上60歳未満 122人

計 6,927人

退職互助事業加入者の状況
平成29年3月31日現在

資産と負債（正味財産）

収益と費用 （単位：千円）

（単位：千円）

未払金等
5,663

責任準備金
1,820,659

投資有価証券等
3,762,763

普通預金等
49,464

支払備金
52,008退職給付

引当金
7,443

価格変動準備金
52,751

一般正味財産
1,873,703

負債･
正味財産
3,812,227
千円

資産
3,812,227
千円
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平成29年7月18日（火）から、山陰合同銀
行において次の店舗の統廃合等がなされま
した。

このため、これらの店舗の口座を医療補
助金等の給付金等受領口座に指定されてい
る方については、口座の変更が必要となり
ますが、当会において、山陰合同銀行に確
認のうえ変更処理を行いますので、ご承知
ください。（該当会員からの手続きは不要で
す。）

山陰合同銀行の店舗統廃合に伴う給付金口座の変更手続きについて

《 対 象 店 舗 》

廃止店舗 統合先店舗

鹿 島 支 店 法 吉 出 張 所

仁 万 支 店 大 田 支 店

久 手 出 張 所 大 田 支 店

片 江 代 理 店 島 大 前 支 店

事業名 請求可能期間

医療補助金 受診した月の翌月の1日から起算して3年

入院見舞金 入院した月の翌月の1日から起算して3年

弔　慰　金 死亡した月の翌月の1日から起算して3年

医療補助金等の請求可能期間について
医療補助金、入院見舞金、弔慰金の請求可能期間については、次のとおりです。
請求漏れのないようご注意ください。

【お願い】
請求可能期間は上記のと
おりですが、できるだけ
受診された月の翌月に請
求書を提出してくださる
ようお願いします。

平成29年度 文化講演会  開催のお知らせ
教職員互助会では、例年公益事業として県出雲部と石見部で

交互に文化講演会を開催しております。

今年度は浜田市にて、昨年度に引き続き講師に鎌田實氏をお招きし、開催します。

●日時　11月12日（日） 午後2時20分～4時（予定）

●会場　石央文化ホール　（浜田市黒川町4175番地）

●講師　鎌
か ま

田
た

　實
みのる

 氏　（医師・作家）

【講師プロフィール】
1948年、東京都生まれ。東京医科歯科大学医学部卒業後、長野県・諏訪中
央病院へ赴任。30代で院長となり、潰れかけていた病院を再生させた。一
方、イラクやチェルノブイリ原発事故の被災地ベラルーシ共和国への医
療支援、東北の被災者支援など精力的な活動を行っている。
■現　　在／諏訪中央病院名誉院長、日本チェルノブイリ連帯基金（JCF ）

理事長、日本・イラク・メディカルネット（JIM-NET）代表、
東京医科歯科大学臨床教授、東海大学医学部非常勤教授

■出演番組／日本テレビ「news every.」（木曜日）等
■連　　載／週刊ポスト「ジタバタしない〈食う・見る・浸る─いのちの洗濯〉」

毎日新聞「さあ　これからだ」 
日刊スポーツ　「鎌田流健康塾」　等

■著　　書／ベストセラー『がんばらない』をはじめ、著書多数。

［申込方法］

氏名、郵便番号、住所、電話番号（携帯可）、希

望人数（1名又は2名）を明記の上、はがき、

ファックス、電子メールのいずれかの方法

でお申し込みください。

［申込・問合先］

（一財）島根県教職員互助会　担当：曽田

〒690ー8502  松江市殿町1番地　

TEL.0852ー22ー6067　FAX.0852ー27ー2622

電子メール：shimakyogo@w3.dion.ne.jp

撮影：白鳥真太郎

入場無料
※ 事前申込が
必要です。
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りよだ会区地

私
た
ち
夫
婦
が
結
婚
し
た
の
は
、
五
十
四
年

前
。
そ
の
時
か
ら
、
母
（
義
母
）
は
井
原
（
邑

南
町
）
で
、
一
人
で
暮
ら
し
て
き
た
。

母
は
洋
裁
を
生
業
と
し
、
三
人
の
子
供
を
育

て
あ
げ
た
。
六
十
歳
半
ば
頃
か
ら
、収
入
源
に
、

無
人
市
へ
出
荷
す
る
野
菜
が
加
わ
っ
た
。
最
初

は
無
人
だ
っ
た
が
、
交
代
で
店
番
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
は
町
が
援
助
し
て
く
れ
て
、
農

産
物
直
売
所
「
雲
井
の
里
」
と
な
っ
て
い
る
。

農
家
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
母
は
、
畑
仕

事
が
好
き
だ
っ
た
。
野
菜
の
直
売
に
係
わ
っ
た

二
十
数
年
間
は
、
母
の
人
生
で
最
も
楽
し
か
っ

た
時
と
思
わ
れ
る
。

九
十
歳
の
こ
ろ
か
ら
、
ズ
ボ
ン
の
裾
上
げ
の

寸
法
を
間
違
え
た
り
し
て
、
仕
事
が
出
来
な
く

な
っ
て
い
た
。
畑
仕
事
の
道
具
が
見
当
た
ら
な

い
と
、
近
所
の
人
に
盗
ら
れ
た
と
言
う
よ
う
に

な
っ
た
。

私
た
ち
は
結
婚
し
た
時
か
ら
、
親
は
母
一
人

だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
母
と
同
居
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
、
ト
イ
レ
と
洗
面
所
を
備
え
た
部
屋
を

退
職
時
に
増
築
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
母
も

義
兄
も
、
長
男
が
親
を
看
る
と
考
え
て
い
て
、

母
は
九
十
二
歳
の
時
、
大
阪
へ
移
っ
た
。

し
か
し
、
大
阪
で
、
初
め
て
、
長
兄
家
族
と

住
む
の
は
、
ス
ト
レ
ス
だ
ら
け
の
生
活
だ
っ
た

に
違
い
な
い
。
母
の
部
屋
に
は
、
テ
レ
ビ
も
新

聞
も
あ
っ
た
が
、
無
断
で
散
歩
を
し
始
め
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
迷
子
に
な
っ
て
何
回
も

警
察
に
捜
索
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
野
菜
作

り
で
鍛
え
上
げ
た
足
腰
は
何
処
ま
で
も
、
シ
ル

バ
ー
カ
ー
を
押
し
て
行
っ
た
よ
う
だ
。

あ
ま
り
に
も
遠
く
へ
出
か
け
る
の
で
、
シ
ル

バ
ー
カ
ー
を
取
り
上
げ
た
と
い
う
。
そ
れ
が
ス

ト
レ
ス
を
爆
発
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
風
呂
に

は
入
ら
な
い
し
、
食
事
も
家
で
食
べ
な
く
な
っ

た
そ
う
だ
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
可
能
な
限
り
利

用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
大
阪
で
暮
ら
し

た
十
一
ヶ
月
で
、
ス
ト
レ
ス
は
頂
点
に
達
し
て

い
た
よ
う
だ
。
介
護
判
定
は
「
要
介
護
３
」
に

上
が
っ
て
い
た
。

知
ら
せ
を
聞
い
て
母
を
大
阪
か
ら
連
れ
帰

っ
た
が
、
翌
々
日
、
衣
類
を
パ
ン
パ
ン
に
詰
め

込
ん
だ
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
を
左
手
に
、
右
手
に

は
大
き
な
風
呂
敷
包
み
を
下
げ
て
、
ひ
ょ
こ
ひ

ょ
こ
歩
い
て
家
出
を
し
た
。

介
護
施
設
に
勤
め
る
家
内
の
友
人
に
、
来
て

も
ら
い
、
な
だ
め
て
も
ら
っ
た
が
、
言
う
こ
と

を
聞
か
な
い
。
折
り
し
も
、
雨
が
降
り
出
し
、

風
呂
敷
包
み
は
濡
れ
て
重
た
く
な
っ
て
、
担
い

で
い
る
。

万
策
極
ま
っ
て
、
江
津
警
察
署
に
応
援
を
頼

ん
だ
ら
、
パ
ト
カ
ー
で
二
人
の
お
巡
り
さ
ん
が

来
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
い
く
ら
説
得
し
て
も

自
動
車
に
乗
っ
て
く
れ
な
い
。
業
を
煮
や
し
た

お
巡
り
さ
ん
が
、
少
し
、
強
い
口
調
で
「
警
察

に
来
て
も
ら
い
ま
す
よ
」
と
告
げ
る
と
、母
は
、

ぴ
ょ
ん
と
、
ド
ア
を
開
け
て
待
っ
て
い
る
私
の

自
動
車
に
乗
っ
て
く
れ
た
。
戦
前
を
過
ご
し
た

母
は
警
察
が
怖
か
っ
た
の
だ
。

母
が
家
出
を
計
っ
た
原
因
を
家
内
と
考
え

て
み
た
。

ま
ず
、
井
原
に
帰
る
は
ず
が
江
津
だ
っ
た
こ

と
。
母
の
家
は
す
で
に
解
体
し
て
、
更
地
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
告
げ
て
い
た
が
、
理
解
出
来

て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
つ
目
に
、
大
阪
か
ら
帰
っ
た
翌
日
、
私
の

行
き
つ
け
の
理
髪
店
で
、
カ
ッ
ト
を
し
て
も
ら

っ
た
こ
と
。
母
は
顔
に
水
が
掛
か
る
の
が
苦
手

だ
っ
た
。

三
つ
目
は
、
洗
浄
ト
イ
レ
の
使
い
方
が
分
か

ら
な
か
っ
た
こ
と
。
大
阪
で
は
、
使
用
後
に
流

し
て
な
い
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
そ
う
だ
。
ポ
ッ

チ
ャ
ン
便
所
で
暮
ら
し
た
母
に
は
抵
抗
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。

四
つ
目
は
、「
コ
ー
ヒ
ー
の
味
が
分
か
る
の
」

と
、
家
内
が
何
気
な
く
聞
い
た
こ
と
。

母
は
、
そ
れ
に
強
く
反
発
し
て
応
え
た
と
い

う
。大

阪
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ
て
い
た

時
、
連
絡
帳
に
書
い
て
あ
っ
た
認
知
症
と
い
う

言
葉
を
見
て
「
私
は
認
知
症
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
、激
怒
し
た
と
兄
嫁
か
ら
聞
い
て
い
た
。

以
来
、
母
に
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
も
ら
う

た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
し
た
。

シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
押
し
て
歩
い
た
十
一
回

の
遠
出
（
最
長
は
江
川
橋
を
渡
っ
て
渡
津
ま
で

十
キ
ロ
）
で
、
生
活
安
全
課
に
何
度
か
世
話
に

な
っ
た
が
、
落
ち
着
い
て
か
ら
の
二
年
間
は
、

家
出
し
な
か
っ
た
。

会
話
は
少
な
か
っ
た
が
、
三
人
で
食
卓
を
囲

ん
だ
こ
と
。
母
を
刺
激
す
る
よ
う
な
言
動
は
避

け
た
こ
と
。
隣
家
の
畑
の
三
分
の
一
と
、
少
し

離
れ
て
い
る
が
、
広
い
畑
を
借
り
ら
れ
た
の
が

良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
介
護
判
定
は

「
要
介
護
１
」
に
下
が
っ
た
。

し
か
し
、
五
年
目
に
入
っ
て
、
よ
ち
よ
ち
歩

き
で
家
出
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
溝
に
落
ち

な
い
か
と
見
守
る
の
は
大
変
だ
っ
た
。
深
夜
に

家
出
を
し
、
雪
が
降
る
中
、
路
上
に
座
り
こ
ん

で
い
る
と
こ
ろ
を
新
聞
配
達
員
さ
ん
に
発
見

さ
れ
、
凍
死
を
免
れ
て
か
ら
は
、
介
護
施
設
に

世
話
に
な
っ
た
り
、
心
不
全
に
よ
る
入
院
を
繰

り
返
し
た
り
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

私
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
、「
老
い
て
は
子

に
従
う
」
素
直
な
患
者
で
あ
り
た
い
。

そ
れ
が
出
来
な
い
病
を
認
知
症
と
言
う
の

だ
ろ
う
か
。
難
し
い
。

認
知
症
の
母
か
ら
学
ぶ

退
職
互
助
江
津
地
区
会
　
会
長
　
加
戸
　
省
三
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秋の研修旅行　11月10日
（三原・佛通寺と三景園）

当
地
区
会
の
会
員
数
は
、
平
成
二
十
三

年
度
よ
り
毎
年
減
少
し
て
お
り
、
今
年
度

は
四
月
当
初
に
二
百
八
十
九
名
と
な
り

ま
し
た
。
活
動
内
容
の
多
く
は
継
続
し
て

い
る
も
の
で
す
が
、
平
成
二
十
八
年
度
に

実
施
し
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

五
月
の
集
い
﹇
院
展
鑑
賞
﹈（
三
十
八
名
）

市
内
桜
江
町
に
あ
る
今
井
美
術
館
で

開
催
さ
れ
た
再
興
第
百
回
院
展
へ
バ

ス
で
出
か
け
、
ゆ
っ
く
り
と
す
ば
ら
し

い
作
品
の
鑑
賞
を
し
ま
し
た
。

②
総
会
・
演
奏
会
（
七
十
六
名
）

総
会
は
、
七
月
二
日
、
パ
レ
ス
和
光

で
開
催
、
そ
の
後
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

を
「
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
心
地
よ
く
」

聴
き
ま
し
た
。

③ 

九
月
の
集
い
﹇
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と

懇
親
会
﹈（
三
十
三
名
）

九
月
二
十
七
日
、
市
内
桜
江
町
に
あ

る「
風
の
国
」で
Ｇ
Ｇ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

会
場
は
、
晴
雨
い
ず
れ
で
も
で
き
る

施
設
で
す
。
温
泉
付
き
な
の
で
、
ゆ
っ

く
り
利
用
で
き
る
よ
う
な
配
慮
が
今

後
の
課
題
で
す
。

④ 
十
一
月
の
集
い
﹇
研
修
旅
行
﹈（
二
十
七
名
）

日
帰
り
の
バ
ス
旅
行
で
、
十
一
月
十

日
広
島
県
の
三
原
へ
出
か
け
ま
し
た
。

紅
葉
の
時
期
の
み
境
内
が
公
開
さ
れ

る
佛
通
寺
と
美
し
い
庭
園
の
三
景
園

を
見
学
し
ま
し
た
。

⑤
「
互
助
だ
よ
り
」
発
行

年
度
末
に
締
め
く
く
り
と
な
る
便
り

を
発
行
し
ま
し
た
。
年
間
の
活
動
報
告

や
会
員
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

⑥ 

そ
の
他
﹇
趣
味
の
会
・
囲
碁
の
会
﹈（
十
四
名
）

平
成
二
十
九
年
度
は
、
総
会
後
に
落

語
会
を
、
研
修
旅
行
は
、
す
で
に
廃
止

が
決
ま
っ
て
い
る
「
三
江
線
」
を
利
用

し
た
日
帰
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
会
員
の
希
望
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ

で
の
活
動
に
助
成
を
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
円
滑
に
推
進

す
る
た
め
に
、
役
員
が
手
分
け
を
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
何
よ
り
三
十

名
の
連
絡
員
の
皆
様
の
ご
協
力
が
あ

っ
て
の
こ
と
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

りよだ会区地

院
展
の
鑑
賞
会

退
職
互
助
江
津
地
区
会

幹
事

山

崎

漳
子

昨
年
五
月
十
八
日
、
江
津
地
区
会
の
行
事

で
あ
る
再
興
第
百
回
院
展
の
鑑
賞
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
本
格
的
な
日
本
画
の
鑑
賞

は
、
何
年
振
り
だ
ろ
う
と
桜
江
町
の
今
井
美

術
館
に
着
く
前
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

美
術
館
に
着
く
と
、
一
階
か
ら
二
階
、
別

館
の
三
階
と
一
時
間
余
り
作
品
を
鑑
賞
し

て
回
り
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
大
き
く
、
描

き
手
の
思
い
が
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
で
迫
っ

て
く
る
よ
う
で
し
た
。
別
館
を
出
る
こ
ろ
に

は
作
品
の
迫
力
に
や
や
疲
れ
を
感
じ
る
ほ

ど
で
す
。

そ
れ
で
も
、
も
う
一
度
会
い
た
い
作
品
が

二
点
あ
り
、
本
館
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
の
作

品
の
一
つ
は
、松
尾
敏
男
さ
ん
の
「
玄げ
ん

皎こ
う

想そ
う

」

で
す
。
私
は
入
口
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
順
に

作
品
を
見
て
回
り
ま
し
た
が
、
玄
皎
想
に
た

ど
り
着
い
た
時
、
肩
の
力
が
抜
け
た
よ
う
な

ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
真
っ

白
な
ぼ
た
ん
の
花
、
墨
絵
の
よ
う
な
色
合
い

で
色
彩
は
わ
ず
か
、
額
の
薄
緑
、
猫
の
茶
・

花
芯
の
黄
だ
け
で
す
。

大
輪
の
ぼ
た
ん
な
の
に
花
び
ら
の
柔
ら

か
さ
が
そ
の
存
在
を
優
し
く
し
て
く
れ
ま

す
。
ぼ
た
ん
の
香
り
の
下
で
穏
や
か
な
寝
顔

の
一
匹
の
猫
、
こ
ち
ら
ま
で
穏
や
か
な
気
持

に
な
り
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
王ワ
ン

培テ
イ

さ
ん
の
「
山さ
ざ
ん
か

茶
花

開さ
く

」
で
す
。
青
緑
の
背
景
に
映
え
る
銀
の
冠

と
首
飾
り
、
背
景
と
同
系
色
の
紺
の
民
族
衣

装
は
袖
口
の
赤
い
花
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。
私
の
好
き
な
全
体
の
色
調
の

中
、
母
と
娘
の
表
情
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

表
し
て
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
作
品
の
中
に
、
二
点
も
心
惹

か
れ
る
も
の
に
出
会
い
嬉
し
い
鑑
賞
会
で

し
た
。

退
職
し
て
全
部
の
時
間
が
自
分
の
も
の

で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
自
分
の
た
め
の
時
間

は
な
い
に
等
し
い
よ
う
な
毎
日
で
す
。
で

も
、
こ
の
日
は
、
朝
、
洗
濯
し
て
掃
除
を
済

ま
せ
る
時
間
が
あ
り
、
お
昼
は
野
外
の
テ
ン

ト
で
う
ど
ん
を
い
た
だ
き
、
ゆ
っ
た
り
と
自

分
の
た
め
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

地
区
会

活
動
退
職
互
助
江
津
地
区
会

幹
事

花

田

豊

子
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大輪菊厚
アツ
物
モノ

（松江農林高校出品）

八甲田山麓

白神台地「崩山」

昨秋、1993年「屋久島」と同時に日本最初の世界遺産（自然遺産）に指定さ
れた、原生的な世界最大級のブナ天然林の白神台地を山行。台地入り口のロッ
ジ泊、12湖を望む「崩山」（940ｍ）登山。トリカブト（毒草）・ツチアケビ（漢
方材料）・タマゴダケ（美味）等が目を楽し
ませてくれました。混浴の青森深浦海岸「黄
金崎不老ふ死温泉」・最高積雪で紹介される

「酸ケ湯温泉」で癒されつつ、岩木山（1,625
ｍ）、八甲田山（1,585ｍ）系を巡り、奥入瀬
渓谷（14㎞）を歩きとおしました。

日本には、3 百種を超す「野菊」があるとのこ
と。万葉集には157の植物が詠まれていますが、そ
こには園芸種の「菊」はありません。「源氏物語」

「古今和歌集」には表記され、奈良時代末から平
安時代の初めに中国から入ったとされています。
承久年間には後鳥羽上皇によって菊が皇室の紋
に定められたといわれています。（岐阜城を訪ね
た折の菊花展にて、美濃の一文字菊が御紋章菊と
の説明がありました）

日本の菊園芸は元禄期以降大きな発展を遂げ、菊大会での入賞苗 1 本 1 両から 3 両 3 分と投機対象とされ、
菊花狂騒時代を迎えたとのこと。現在も、古典菊として嵯峨菊・伊勢菊・美濃菊・肥後菊・江戸菊が栽培・
鑑賞されています。

60年もの歴史をもつ松江城での菊花展、県立高校に籍を置かれていた山科孝之氏（昨年逝去）が、昭和62年
から平成 8 年と長きにわたって松江菊花会理事長（ちなみに会長は市長とのこと）としてご尽力なされました。

昨秋の菊花展で、松江農林高校の生徒の特別出品作品を見ました。かつて私が、出雲農林高校での授業にて
盆栽菊を作らせるにあたって、菊の土づく
りに必携の腐葉土用に、生徒と共に、出雲
大社神苑から許可のもと大量の広葉樹の落
ち葉を収集したことを思い出しました。

松江の菊花展、市が大きくなったためか
以前にもまして、出品数が多くなり、作品
も多様になった感がしました。
参考文献：週刊朝日百科「植物の世界」キクの園芸品種

一文字菊
（御紋章菊）

菊の御紋
（十六弁八重表菊紋）

盆栽菊 小菊懸
ケン
崖
ガイ
風

ツチアケビ タマゴダケトリカブト

園芸種「菊」キク

錦秋の陸奥・津軽

退職互助松江地区会　 杉 谷 　 　 肇

古典園芸植物「菊」（キク）園芸
à la carte

岐阜城公園にて撮影
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♬
卯
の
花
の
匂
う
垣
根
に
時
鳥
早
も
来
鳴
き

て･･･

橘
の
薫
る
軒
端
の
窓
近
く
蛍
と
び
か

い･･･

さ
み
だ
れ
の
そ
そ
ぐ
山
田
に
早
乙
女

が
裳
裾
濡
ら
し
て･･･

♬

こ
の
頃
、
童
謡
を
歌
う
機
会
が
度
々
あ
り

ま
す
。
な
ん
て
素
敵
！
と
、歌
詞
に
魅
せ
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
最
近
、
ラ
イ
ン
や
メ
ー
ル

等
、
文
字
で
伝
え
る
手
段
が
多
様
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
先
日
、「
そ
れ
な
」
と
返
信
が

あ
り
ま
し
た
。「
え
？
何
」
と
思
い
ま
し
た
。

「
そ
う
だ
ね
」
の
略
だ
そ
う
で
す
。
言
葉
は
変

化
し
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
が
要
求
さ
れ
る

近
頃
だ
か
ら
こ
そ
、
文
字
を
読
ん
で
、
味
わ

い
、
情
景
を
想
像
し
、
ほ
っ
と
和
む
ひ
と
時

を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
江
津
地
区
会
か
ら
は
、
日
々
の
暮
ら

し
を
懸
命
に
、
前
向
き
に
過
ご
し
て
い
る
様

子
や
自
分
の
受
け
取
っ
た
感
覚
を
そ
の
ま
ま

文
に
し
、
読
む
人
の
想
像
を
掻
き
立
て
て
く

れ
る
よ
う
な
玉
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何

か
が
心
の
奥
で
動
く
気
が
し
ま
し
た
。

脳
科
学
者
の
茂
木
健
一
郎
氏
は
、『
心
が
揺

れ
動
く
と
き
は
、
一
千
億
の
神
経
細
胞
の
間

を
、
神
経
伝
達
物
質
が
走
り
回
っ
て
い
る
状

態
だ
』（
P
H
P
よ
り
）と
言
っ
て
い
ま
す
。
き

っ
と
脳
が
活
性
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

表
紙
の
工
芸
品
の
思
わ
ず
光
に
透
か
し
て

み
た
く
な
る
よ
う
な
青
い
色
や
一
回
見
た
ら

忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
な
フ
ォ
ル
ム
に
見
入
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、県
の
事
業
の
様
々
な

取
り
組
み
に
納
得
し
た
り
、
行
っ
て
み
よ
う

と
思
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

遠
く
津
軽
を
歩
か
れ
た
様
子
も
、
様
々
に
思

い
を
巡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
瞬
で
も
気
を
留
め
る
暮
ら
し
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
夏
も
、
猛
暑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ど
う

か
、お
健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。（
岡
）

謹んでご冥福をお祈りいたします

「退職互助だより」は環境に配慮し古紙配合率70％の再生紙に、
ベジタブルオイル（植物油）インキを使用して印刷しています。 〔ホームページURL〕 http://www.shimakyogo.jp/

本欄は、異動届が提出された方で、了承された方
のみ掲載しています。

あ
と
が
き

退
職
互
助
事
業
へ
の
新
規
加
入

状
況
に
つ
い
て

今
年
度
か
ら
、
加
入
に
つ
い
て
じ

っ
く
り
検
討
し
て
も
ら
う
た
め
、
加

入
申
込
み
期
間
を
六
月
末
ま
で
延
長

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
新
た
に
一

五
五
人
の
方
が
退
職
互
助
事
業
に
加

入
さ
れ
ま
し
た
。
加
入
者
の
内
訳
は
、

本
人
一
三
九
人
、
配
偶
者
一
六
人
で

加
入
率
（
四
十
七
歳
以
上
の
退
職
者

に
対
す
る
加
入
者
の
割
合
）
は
五
二
・

三
％
で
し
た
。
加
入
者
数
は
、昨
年
度

を
一
八
人
上
回
り
、
加
入
率
も
五
割

に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
申
込
み
状

況
に
つ
い
て

人
間
ド
ッ
ク
補
助
事
業
は
、
平
成

二
十
一
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
初
一
五
〇
人
の
予
算
で
始
ま
り
ま

し
た
が
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
要

望
が
多
く
、
年
々
予
算
の
増
額
を
計

っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、教
互
の

会
員
を
対
象
に
三
〇
〇
人
分
（
四
五

〇
万
円
）、
ま
た
県
互
二
の
会
員
を
対

象
に
、四
〇
人
分
（
六
〇
万
円
）
の
予

算
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
教
互
に
あ
っ
て

は
今
年
度
も
昨
年
を
一
五
・
八
％
上

回
る
、
五
三
五
人
も
の
方
か
ら
の
申

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
辞
退

さ
れ
る
方
の
数
を
見
込
ん
で
も
、
残

念
な
が
ら
す
べ
て
の
方
の
希
望
に
沿

え
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
五
月
二
〇
日
以
降
に
退
職

互
助
事
業
に
加
入
を
申
込
ま
れ
た
方

は
、
今
年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
補
助
金

の
申
込
み
期
限
に
間
に
合
わ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
悪
し
か
ら
ず
。

五
月
中
に
補
助
対
象
者
の
決
定
通

知
を
お
送
り
し
ま
し
た
が
、
ド
ッ
ク

受
診
後
は
請
求
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、補
助
対
象
者

の
方
で
都
合
に
よ
り
受
診
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
補
助
対
象

に
な
ら
な
か
っ
た
方
を
補
充
し
て
決

定
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
新
た
に
加
入
さ
れ

た
方
に
は
、
案
内
通
知
を
個
別
に
お

届
け
し
ま
し
た
が
、
二
年
目
以
降
は
、

「
退
職
互
助
だ
よ
り
」
で
の
ご
案
内
と

な
り
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
見

逃
し
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

き

若松　定美  様 （海士町） 28.11.28（89歳）
錦織　　勇  様 （松江市） 29.  1.  7（74歳）
安達恵美子  様 （羽曳野市） 29.  1.  9（91歳）
右田　和子  様 （益田市） 29.  1.12（95歳）
陸浦　正哉  様 （松江市） 29.  1.31（90歳）
山﨑　　昭  様 （出雲市） 20. 2.19（89歳）
上里　和子  様 （出雲市） 29.  2.27（91歳）
坂本　　博  様 （松江市） 29.  3.11（94歳）
後藤　育子  様 （出雲市） 29.  3.18（74歳）
菅原　敏夫  様 （邑南町） 29.  3.29（95歳）
鎌田　睦治  様 （出雲市） 29.  3.30（83歳）
園山　幸枝  様 （出雲市） 29.  3.31（97歳）
菊井　國雄  様 （益田市） 29.  3.31（88歳）
渡部みゆき  様 （奥出雲町） 29  .4.  1（74歳）
野上　幸子  様 （益田市） 29.  4.  2（97歳）
中原　健次  様 （松江市） 29.  4.  7（91歳）
山岡　清男  様 （松江市） 29.  4.11（83歳）
桜井　弘吉  様 （隠岐の島町） 29.  4.12（85歳）
森岡　　勲  様 （大田市） 29.  4.16（91歳）

片山　文雄  様 （飯南町） 29.  4.16（87歳）
岩井　顕雄  様 （出雲市） 29.  4.16（83歳）
石飛　宏明  様 （出雲市） 29.  4.24（73歳）
前廣　安豊  様 （隠岐の島町） 29.  4.27（70歳）
宮田　明子  様 （益田市） 29.  4.28（64歳）
入澤　忠治  様 （雲南市） 29.  5.  1（85歳）
千原富美子  様 （奥出雲町） 29.  5.  3（81歳）
足立　　耕  様 （安来市） 29.  5.  8（98歳）
藤井　俊矣  様 （松江市） 29.  5.11（90歳）
多々納利雄  様 （出雲市） 29.  5.12（91歳）
大屋　政子  様 （益田市） 29.  5.13（95歳）
川本　令一  様 （雲南市） 29.  5.15（89歳）
山崎　隆司  様 （出雲市） 29.  5.16（79歳）
佐藤　昌三  様 （雲南市） 29.  5.19（92歳）
金坂　富江  様 （松江市） 29.  5.20（90歳）
佐々木季治  様 （松江市） 29.  5.20（85歳）
大森久美子  様 （出雲市） 29.  5.22（66歳）
渡邊　淑郎  様 （松江市） 29.  5.28（83歳）
太田恵美子  様 （松江市） 29.  5.29（89歳）

武智　麗子  様 （浜田市） 29.  6.  2（88歳）
江山キヌエ  様 （津和野町） 29.  6.  6（82歳）
川井　睦子  様 （米子市） 29.  6.11（86歳）
錦織　　誠  様 （出雲市） 29.  6.12（72歳）
森脇　　傅  様 （江津市） 29.  6.17（87歳）
成相　　博  様 （出雲市） 29.  6.18（91歳）
常松　善信  様 （出雲市） 29.  6.20（79歳）
森　　善雄  様 （神戸市） 29.  6.22（89歳）
三澤　忠義  様 （浜田市） 29.  6.22（87歳）
向田　友義  様 （浜田市） 29.  6.23（88歳）
池田　敏雄  様 （出雲市） 29.  6.24（90歳）
永田富美子  様 （出雲市） 29.  6.24（87歳）
吉野　　稔  様 （松江市） 29.  6.25（82歳）
吉賀　和子  様 （邑南町） 29.  6.25（87歳）
立花　嘉治  様 （出雲市） 29.  6.29（83歳）
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